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時間

2・3
２年

1～2年

　重さは、目に見ることができず、さらに密度や体積が関わる量で
す。そんな重さを理解するには、まず手で持って体感することが大
切です。その上で、重さを比べる方法をいろいろと考えます。数値
化までの道筋を大切にした授業プランです。

３３年年

２～

重さを体感しよう！
―単位を見つけるたのしさ―
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子ども： 発泡スチロールや綿は軽いに決

まってるよ。

子ども： みかんは３番目かな～。

子ども： 粘土は重いよ、きっと。

子ども： 手で持ったらわかるよ。

子ども： シーソーみたいにしたら、重い

方が下がるね。

子ども： ゴムやバネにつるすとわかるん

じゃない？

　ここに、５つの物がありま

す。目で見て、重さの順番を

予想しましょう。

　きちんと重さを比べるに

は、どうすればよいと思いま

すか？

　てんびんで比べてみて、ど

うでしたか？ 何か困ったこ

とはありませんか？
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子ども： 一度に２つずつしか調べられな

いね。

子ども： 何回も比べないといけなくて、

面倒だったよ。

子ども： 綿や発泡スチロールはそんなに

伸びないから、軽いんだ。

子ども： 粘土はすごく重そうだ～。

　では、ゴムにつるしてみま

しょう。

　身の回りの物を使って、重

さを数字で表しましょう。
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　重さは、個数や長さ・かさなど
とは違い、目に見えない量です。
まず、子どもたちに「重さ」とい
う量を意識してもらい、色や形な
どを取りのぞいた「重さ」自体に
目を向けることが、学習の出発点
です。
　重さを比べる活動で、子どもた
ちのいろいろな考えを引き出し、
さまざまな体験を取り入れること
も大切です。子どもたちは、それ
らの体験を通して重さを実感し、
重さの概念を理解していきます。

　子ども用のてんびんは、下のよ
うにすると簡単に作れます。

上ネタ
関連教材  算数おもしろ教具

　○鈍感てんびん

子ども： 同じ物を量ったのに、数が違う

よ。

子ども： 何か１つに決めないとだめなん

じゃない？

　表を見て、何か気づいたこ

とはありますか？

子ども： １円玉で量れば、何 g かがわ

かるんだ～！

　そうですね。いま、世界中

で使われている単位は「 g 」

です。１L の水の重さを１kg

として、決められました。身

の回りにある物では、１円玉

が１g になるように作られて

いるんですよ。


